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蛙皮の變形電流に就て

第一報　アルコール，アトロビン，コカイン等の薬物處理に

依る変形電流に就いて。
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Studies on the Deformation Current of Frog-Skin 

I. The Deformatiom Current of Frog-skin dea1t with Alcohol, Coeaine 

and Atropine

Muneo Shimamura, Satoko Hasegawa.

　　　　　　　Depar七ment　ofl　Physi（）10gy，　Faculty　of　Medicina，　Shinshu　Un｛versity．

　　Concerniug　about　tho　studies　of　the　f　org－skiu．on　the　I）hys，　IGo－chemical　permeabiIity　Ql’the

ab・0・pti・n　p・・c・ss　as　a　phys1・1・gi・a1　phen・men・n、　it・・is　imp・・tant　t・1nv醜at・the・x唾bi－

1ity　of　the　skin，　］E［aving　this　in　view，　in　the　course　of　the　present　experinlonち　the　〔1efoτ一

matio】：　cuT”ren七　、v庄5　eml）loyed　al　an　三ndicato　r　of　its　excitibilit，y．

　　AprepaTatiou　was　made　in　the餓me　method　th1、七had　beell　adopted　1〕y　Hllktld乳and　W－

a士anabe，　formerly　plil）1ished　in　the　Report・

　　Apie・e・f・f・’・g－skin（2．5ccm　i1・a・ca）was　fix・d・u・皿e　exi七・f　a　g］ass　tubc（1・2cm　in

diam．）and　steeped　in　the　sohltioll　in　anot］ler　Iarge　glass　bottle．’Two　electrodes　were　pllt　in

them咽）ectiv・1y　c・n1・ected　with　a　galvan・1・・L・t・・，．　which　was　uE．se・いervia四s　ft　d量（いs　a

zero　ills七1．IMコLent．　　A　srnall　anlount　of　　the　rest　cul’1’e五it　iu　the　1）iece　　、yas　comltengate（1　wit］ユ　a］二k－

other　re’　sig，　tance　and　1）attory．

　　As　a　deformation　s七imuluq，　the　mechanica，　1　P1℃ssu1℃　for　a　ccrt乱畑def三nite　duratic｝11　was

・mp1・y・d，　an（l　th・・cti・u・・・・…eL・七・lute　t・stilnuli　“ras「m…3ul’e・1　with・the　l・mp－・・tall・・

　　In　the　above　xneutionod　me七h6cl）the　effccts　of　alcohol，　of　cocaine　or　of　atropine　otra　the

skin　were　TeSPectively　i・・瓢igated．

　　The　re；1ilts㈱ag　fo110ws：α1℃vぷof　the　def（）rm就ioll　currcnts　va1・y　as　the　duratiori．　apPlied

i．e，　for　ftc　shor七dtira・tion，　they　clecreai　e　sllcl〕．　as　soOIII　after　the｛tsppl｛cation　and　t1ユen　increage

　gra（1itally，就］af　t　roaching　the　norm乱1　valuG　again；in　a　i’elatively　l（）ug　dllr舛io11，　however，

the　Ctzrrents　are　searcely　J℃Covered．

　　Alc・ho］，　cocai・lcl　aTエd就r・pin・giv・9，・imiltlr　effects　・in　either　caf　e　t・the　：kin・n　th・w］・・1・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　緒　　　　言

　蛙i皮に就いてその物理化学的透過性並びに細胞．の生理学的作用としての吸牧機能如何等を瞼する時

先づ問題になるのは各種実験条件の下に於て蛙皮の生存状態が如何であるかと云ふ事である。

　既に蛙皮の活動電流等に就いては橋田①本川②を始め多くの学者③によつて研究され℃ゐるが，
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著者等は実験途中に於て種々な刺激を力眠此の時の活動電流に依つて興剰生の如何を測定し7。この

方法は実験申之を殆んど阻害せす且比較的短時間にしかも簡単な操作に依つて測定し得るものである

と考える。

1｛

実　験　方法

　上述の目的に浩つて若干新たな方法を考案したo

　先づ蛙皮標本は縞田・渡辺④の方法に從つた。先づ

比較的活渡な，，とのさまがえる，，Ratitv　nigronmcnlafa

を選び状態を一定にするため硝子容器の底に蒲く水を

入れその中に2時間位’放置したoそれから注意しなが

ら鵬脊髄を破壊し背腹爾面の皮膚を剥離し夫々直陛

約2．5cmの円形の片にするoこの際切り取られた皮膚

面に損傷の有無をルーペで検べ無傷のもののみを使用

した。叉出来るだけ引張る鯵の機械的刺激をさけ且脊

髄神経の背按を皮膚に近い部分で切り離した。

　皮膚片はリンゲル液で静かに内面を，蒸溜水で外面

を洗ひ硝子管〔直極1．20m，長さ約：i．Ocm〕の一端に覆

ふ様にして本綿糸にて結び付けて固定するo両者の接

触面及蛙皮切断端にはワセyン〔武田化学藥晶最純〕

を塗布した。伺蛙皮の張力は可及的無理のない自然の

状態にある様注意したoかくして幽來た蛙皮標本を損

傷電流等色ξな不規則状態をさける目的でリンゲル液

中に一時間放置して後リンゲル液を硝子管中に入れて

yンゲル液の入つて居るビーカP中に水面を同高にし

て立て実験を始めたo

　刺激〔猶形刺激〕は常｝（同一の刺激が與えられる様

に工夫して天秤の一端に硝子棒を証直に固定し他端に

錘を乗せ卒衡を保たせ硝子棒の下端を上蓮の蛙皮標本

の硝子管中に入れ蛙皮に接し錘りを取り去る事によつ

て天秤の平衡が破れ硝子棒は蛙皮を一一定tw間押して麩

形を來す。これに依つて比較的簡里に又同一の顕さの

刺激を反復して加えることが出來た。

　補償回路は抵抗と電池及び電極とよりなり導子は純

銀板〔4．2cni×3．6Gm厚さ1．5mm〕，白銀線〔1・2mmの太

さで下端を直角に曲げその先を輪状にした〕を使用し

各々をビーカー及蛙皮標本の硝子管のリンゲル液巾に

挿入し，蛙皮を通してガルパノメFタPを補償回路に

直列に入れたo

　ガルバノメ｛ターはこの補償回路及皮膚の結線前に

於ても零位に保ち結線後も静止流に対する補償電流を

抵抗で加滅して同様零位に保たしめた。迩形電流は褒

形鰍剖1晩てガル・ジ・一ターの振れをランプスヶ

一ルの目盛で読み，静止流の大さは補償に嬰した補償

電流の測定によリ定めた。

　先に製作した蛙皮標本は・一時間放置後そのままの状

態で四，五同蝿形電流の測定を行ひ定値を保持したも

のピo％アルコールリンゲ・レ溶液1％コカイン，リ

ンゲルi容液m％アト・ピンリンゲノ酪液に5秒，10秒

15秒，30秒捨種々な時間蛙皮標本を浸してすぐにPン

ゲル液で洗ひ，前同様鍵形電流の測定を行つた。又対

稻として朱庭理のままで長時間に渡嘩形電流の測定

　　　　　　’を行つた。

　共の他室温は比較的時差の少い北側の部屋を使用し

又水温も比較的変動の少い状態で実強したoリンゲル

11
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11，Bを適當に鍵えてAを取り去る事により天秤の干衡が破れて，耳（皮腐）を91（硝子棒）にて押し

攣形を來す。
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液の温度は23鹿（摂氏）よ蠣い時は水遣ホ等にて冷

し摂氏20度前後にして使つた。室温の時差は大ts　O・？

度以下であり、水温の変動は遙かに小さかった

　灘度は75％以上の場合は可及的さける乙とにしたo

各使用器具等の振動を防ぐためゴム等のgeJtth体を使

用し，器具等は夫々別の机上にのせて振動の博播を防

いだ，又絶縁には充分注意したo

　本箕験は昭和25年8月17日から同年9月15日迄，

及昭和26年7月2日から同年8月18目の間に行つた

ものであるo

　　　皿　　実験成績
　A〕20％アルコールリンゲル溶液

図に於て明らかな様にアルコ’ルの虚理時間が変形

電流に影響する事が見られko　5秒の虚理に於ては一

時的に減ずるが時間の経過と共に恢復して対照として

の未虚理の場合と同様の紐過を坂り，10秒15秒30

秒と虚理時間が長ずるに従つて変形電流も一時的に滅

ずる度が大きくなy，恢復も未魔理の場合より少なく

更に60秒，120秒，180秒，210秒，と畏くなるにつれて

譜しく減じi途には殆んど変形電流の振れが見られなく

なるo

　背腹両面に就いてその測定値を比較ナると，背苗に

於ては腹面に較べて薬物の変形電流に及ぼす影響はよ

り大であるo即ち虚理時間の短いものはこの憂形電流

の一時的低下も大きく3ζ恢復の増加も急であり且大き

い。長時問の虚理では，一時的低下は短時間と同様大

きいが恢復は上記とは逝に小さく腹側に比し早期に殆

んど恢復が見られなくなるo

　又本川（6）等に依れば水温によつて静止流・極形電

流に影響するとの報告があるが，i著者等も之を追試し

て同一結果を得たので，可及的水温を一定にし且変化

も少くし，又24度以上では変形電流の不規則状態を來

すのでそれ以下の温度で責験した。

　未鹿理の場合の変形電流を長期（12時澗）に亘つて追

求したがリンゲル液を実験當初からそのまま交換しな

いと宮約30％滅じ，2時間毎に液の交換を行ふ揚合は

5％から10％位の範園で減ずる事が見られた。

　朱麗理の場合に於ても又薬物処理に於ける恢復期の

経過に於てもいずれも殆んど同様であつた。ただわず

かの量的の差が見られるのみであるo

　B〕1％コカインリンゲル溶液

　コカイyの作用はアルコ”ルと異なり5秒10秒等比

較的短時間の処理では殆んど変化を認めず，30秒の処

理に於ても変形電流の変化も小さく，処理時聞の長く

なるにつれて次第に変形電流も辮大し，1分より2分の

間で最大となり，匝に艮期の処理に依つて再び減じて

來る。

　静止流（基流）に於ては変形電流（答流）⑤と苧衡

状態を保つて居る事が明かとなリ本川⑦の報告と一一su

したo

　背腹両側の皮膚に就いてはアルコール同様背側に於

いて変形電流に対し作用を受け易く短前間の処理では

恢復し易く長時に亘り処理する場合両側の差は殆んど

見られなくなつたo

　c〕6吋％アトロピンリンゲル溶液

　図でも明らかなようにアトロピン処理でβ0秒と120

秒の聞に大体変形酩流に著明な変化が現はれない部分

があり，15秒とか30秒など短時間の処理では変形電

流は一時的に檜加し，長時に及．ζミと逆に低下し，時聞

の鯉つにつれ皆対照より急激な傾斜で滅じて來るo
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Fig．3．［1］he　deformation　aロd　rest－currentsσf　the
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　　　　　　　　　　　　　　vr　　絶括　及　結　言

　1）　上述め実験に依つて著者等の刺激方法及活動電流測定法は蛙皮のその時々に於ての興奮性の米

態を簡単にしかも実験途上にこれを妨げることなく短時間に判定し得るものと老える。

　2）変形電流は種々な薬物の処理時間に依つて影響する事が見られるo未処理の変形電流を対照と

し一時間，二時間の追求に於ては実験前の条件be－一・定にする事によつて殆んど同様の傾向を示し，ア

ルコール，コカイン，アトロピンの作用によつて処理後の時間的経過から見れば未処理の場合と同様

次第に減じて来るが，量的な差が認められるo

（稿を絡るにのぞみ種々御教導並びに御校閥の勢を賜つた恩師和合教授に対し心から感謝し又種々御助力下さつ

た敷室の諸氏に御禮申し上げる。）
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　　　　　　キルシュネル氏鋼線使用による成人鎖骨々折の治療法

　　　　　Frac七ures　of　the　clavicle　in　adults　Kirschner　wire　fixatio11

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Murray　Method）

　　　　　　Edwin　O．　Geckeler　M．　D．，　philadelphia，　peuns　ylavanta
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　小児あ鎖骨々折は成長するにつれて変形が次第に消失するから姑息的に処置しても宜しいが成人に

於て雄全な整復の困難及び数週間の圃定等の樋がある。著者はG・・d・u眠…yによるキルシ・1・

ネル氏鋼線使用の変法を実施し好結果を得t。之は骨折部に小皮切を加え肩側骨片の断端より肩側へ

両端を尖らせtc鋼線をドリルにて挿入1し皮膚を通じて外に出しドリルをはすす。次に骨折端を整復し

反対側にドリルを接合し鎖骨の全長に亘り胸骨側く挿込み肩側の部は先端が皮下に在る如く短切し，

切開部を縫合する。整復後は固定は不必要であり運動も可能である。伺ほ鋼線は6～8週後に肩側に小

皮切を加え抜去する。


